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約8100ド 学術調査・史跡

整備に伴う調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

平城宮 都城 古墳時代

奈良時代

平安時代

礎石建物     8棟

掘立柱建物   18棟

塀       30条

橋        2基

園池      1基

井戸      2基

道路       3条

土坑      12基

溝       34条

宮大垣     2基

瓦、導、緑釉陶器、灰釉

陶器、土師器、須恵器、

硯、墨書土器、埴輪、中

国陶磁、木製品、金属製

品、銭貨、石製品、鋳造

関係遺物、木簡、植物遺

存体。

園池を中心とした庭園遺

跡。奈良時代から平安時

代にかけて 6時期の変遷

が想定される。

園池は大きく3時期の変

遷を考えることができる。

池に張り出す建物や楼と

いった施設が存在。

日本の庭園の歴史を考え

る上で重要な資料を提供

した。


